
（仮称）等々力大橋について

１．等々力大橋の概要

（１）多摩川に架かる新橋の整備

東京都心から放射状に伸びる幹線道路は、国道1

号（放射１号線）や中原街道（放射２号線）、国道

２４６号（放射４号線）などが、多摩川を渡る一般

道路として整備され、京浜間の人流や物流などを支

える重要な交通基盤となっています。

こうした中、放射３号線の目黒通りについても、

多摩川を超え、神奈川県域とのネットワーク化が求

められており、都心アクセスの向上や都市間連携強

化のために、都市計画道路宮内新横浜線の整備とと

もに、多摩川に架かる新橋の整備が必要となってい

ます。

（２）等々力大橋の概要

橋の概要：橋長 ：約４００ｍ

都市計画幅員：２２ｍ（４車線）

事業主体：東京都 ・ 川崎市（費用は、各々１／２負担）

施行主体：東京都

（４）整備効果

● 新たな交通ネットワークの形成

● 都市間の連携強化

● 多摩川渡河交通の整序化による交通の円滑化

● 防災性・利便性の向上

次年度の着工に向け、現在、東京都とともに関係機関と協議調整を進めており、事業費や施行

期間などを定める施行協定は、来年秋頃を目途に締結する予定です。完成時期につきましても、

協議が整い次第お示しできるよう取り組んでまいります。

２．現在の状況と今後について

等々力大橋につきましては、今年度中の着工を目指し取り組んでまいりましたが、環境調査や
河川管理者をはじめとする関係機関との協議調整に時間を要しているため、今年度中の施行協定
の締結や着工は見合わせることとなりました。

現在の状況

今後について

これは、イメージ図ですので、詳細設計時に変更することもあります。
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凡例

橋 長 ３５８．８ｍ

幅 員 ２０．５ｍ （４車線）

施行者 東京都

総事業費 約１３５億円

施行期間 平成元年～平成１３年

橋 長 ４０５．６ｍ

幅 員 ２５．０ｍ （４車線）

施行者 東京都

総事業費 約１４２億円

施行期間 平成４年～平成１４年

橋 長 ５５０．０ｍ

幅 員 ２９．５ｍ （６車線）

施行者 川崎市

総事業費 約３７０億円

施行期間 平成３年～平成１８年

昭和６３年 東京都市計画道路放射３号線 都市計画変更（多摩川渡河の計画決定）

平成 ２年 放射３号線の事業化（環状八号線～多摩堤通り）

平成１９年 放射３号線の暫定整備完了（橋梁取付部を除く道路完成）

平成２２年 川崎都市計画道路宮内新横浜線 都市計画変更（多摩川渡河部の計画決定）
等々力大橋の整備に関する基本協定締結・事業化

平成２３年 都市計画道路宮内新横浜線の事業化（多摩沿線道路～国道４０９号）
以降、等々力大橋については、これまで測量、環境調査、基本設計などを実施

（３）これまでの経過


